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失敗事例のタイトル 
アミン/サワーガス処理装置における腐食	
 	
 	
 	
  

一次原因（材料要素） 
局部腐食、炭酸腐食	
 	
  

機種 
吸収塔	
 	
  

部品 
塔底部	
 	
  

材料 
炭素鋼	
 	
  

概略の寸法 
	
 	
  

損傷発生時の状況 
ガス流体中の CO2、H2S等を除去するためアミン溶液と向流接触させて吸収させるプロセスの Sulfinolプロセ
スで腐食減肉が吸収塔の下部の限られた部分の胴壁面とインターナルだけに起きた。１基では運転２年後にガ

ス入り口部のダウンカマーとシールパンの液流速の高い部位でおき、絶壁状の腐食減肉が貫通していた。

15mils/yr 相当でブリスターなし。翌年の検査ではさらに腐食進行し最大 0.36in 腐食貫通した。別の１基の吸
収塔でも同様の激しい腐食減肉を起こしていた。	
 	
 	
 	
  
調査内容とその結果 
リッチサルフィノール溶液中で H2S/CO2濃度比が８以上の装置で腐食が起きている。腐食減肉は単純なエロー
ジョンコロージョンではなく、絶壁状の異常腐食状況を呈している。	
 	
 	
 	
  
 

損傷発生のシナリオ 
リッチサルフィノール溶液による保護皮膜を破壊するほどのCO2のフラッシングあるいはボイリング現象が生
じたのが原因と推定された。腐食した装置では明らかに塔内で最大限度の突出した CO2濃度となったもの。	
 	
 	
 	
  
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
腐食部にステンレス鋼ライニング、及び塔内温度低下のプロセス条件変更を実施した結果、腐食低減しその後

良好であった。	
 	
 	
 	
  

教訓 
Sulfinolプロセスでは保護被膜が安定なため炭素鋼にとって腐食性はなく、実際、Sulfinolプロセスで実験室で
意図的に腐食させることは非常に難しいとされているが、環境条件次第で腐食が起こりうる。	
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失敗の主要因 
	
 	
 	
 	
  

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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